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ミ
ト
シ
ロ
〔
神
田
〕
(
名
)

コ
ノ
シ
ロ
(
鮒
魚
〕
(
名
)

モ
ノ
シ
ロ
〔
物
実
〕
(
名
)

ヨ
シ
ロ
ヒ
ロ
〔
広
〕

ハ
ピ
ロ
形
状
言

ヤ
ヒ
ロ
〔
八
尋
〕
(
名
)

チ
ヒ
ロ
〔
千
尋
〕
(
名
)

(
名
)

フ
ッ
ク
ロ
セ
ロ
(
名
)

ネ
ロ
(
名
)

国
語
形

ネ
ロ
(
乱
闘
)

ヒ
ト
ネ
ロ
(
名
)

ア
ヲ
ネ
ロ
(
名
)

コ
ロ
(
名
)

コ
ロ
〔
比
・
頃
者
〕
(
名
)

国
語
形

七
J¥ 

コ
ロ

〔
一
伏
三
起
・
一
伏
三

(
名
)

向
〕
(
名
)

オ
ク
ツ
キ
ト
コ
ロ
〔
奥
城
所
〕
(
名
)

イ
デ
マ
シ
ド
コ
ロ
〔
行
幸
処
)
(
名
)

ウ
タ
マ
ヒ
ド
コ
ロ
〔
歌
憐
所
〕
(
名
)

〔
月
比
〕
(
名
)

ト
シ
コ
ロ
〔
年
比
・
比
歳
〕

コ
コ
ロ
〔
心
・
椿
〕
(
名
)

ア
ガ
コ
コ
ロ
枕
調

ホ
カ
コ
コ
ロ
〔
外
心
〕
(
名
)

シ
タ
ゴ
コ
ロ
〔
下
心
・
下
情
〕
(
名
)

フ
タ
コ
コ
ロ
〔
弐
心
〕
(
名
)

ウ
ツ
シ
コ
コ
ロ
〔
現
心
〕
(
名
)

ナ
ニ
ゴ
コ
ロ
〔
何
情
〕
(
名
)

ミ
コ
コ
ロ
枕
詞

マ
メ
コ
コ
ロ
〔
忠
・
忠
節
〕
(
名
)

ト
ゴ
コ
ロ
〔
利
心
〕
(
名
)

ヲ
ゴ
コ
ロ
〔
雄
心
〕
(
名
)

ト
コ
ロ
〔
所
・
処
〕

ツ
キ
ゴ
ロ

(
名
)

ナ
リ
ト
コ
ロ
〔
田
宅
・
田
荘
〕
(
名
)

ヰ
ド
コ
ロ
(
住
処
・
所
居
〕
(
名
)

ヤ
セ
ト
コ
ロ
〔
暁
地
〕
(
名
)

ネ
ド
コ
ロ
〔
惟
内
〕
(
名
)

イ
へ
ド
コ
ロ
〔
家
地
・
宅
地
〕
(
名
)

ア
ト
ト
コ
ロ
〔
跡
所
〕
(
名
)

ナ
シ
ホ
ノ
ト
コ
ロ
〔
魚
塩
地
〕
(
名
)

シ
ホ
ト
コ
ロ
〔
塩
地
〕
(
名
)

コ
ノ
コ
ロ
〔
比
日
・
比
来
・
頃
者
〕

(
名
)
〔
若
・
如
〕
(
名
)

ネ
モ
コ
ロ
〔
態
勲
・
懇
〕
(
副
)

コ
ロ
ゴ
ロ
(
名
)

モ
コ
ロ

(
名
)

タ
ド
コ
ロ
〔
団
地
・
田
荘
〕
(
名
)

ミ
ヤ
ト
コ
ロ
〔
宮
処
〕
(
名
)

ト
ツ
ミ
ヤ
ト
コ
ロ
(
名
)

オ
ホ
ミ
ヤ
ト
コ
ロ
〔
大
宮
所
・
大
宮
地
〕

ソ
ゾ
ロ

ヲ
ソ
ロ
(
名
)

ト
ド
ロ
〔
動
・

擬
声
語



オ
ト
ド
ロ

(
名
)

ホ
ド
ロ
(
名
)

ホ
ド
ロ

イ
ハ
ホ
ロ
(
名
)

ミ
モ
ロ
(
名
)

モ
ロ
〔
諸
〕

イ
モ
ロ
(
名
)

モ
ロ
モ
ロ
〔
諸
・
衆
〕
(
名
)

コ
ヲ
ロ
コ
ヲ
ロ
擬
古
語

ム
シ
ロ
〔
寧
〕
(
副
)

ヒ
ロ

r一一、

〕
(
名
)

ム
ク
ロ

〔
身
・
体
〕
(
名
)

ロ
ク
ロ
r-、

〕
(
名
)

カ
プ
ロ

〔
禿
〕
(
名
)

コ
ロ

〔
白
)

コ
ロ

〔
両
)
助

オ
ド
ロ

r一一、

(
名
)

ヨ
ホ
ロ

〔
丁
〕
(
名
)

エ
ヨ
ホ
ロ

〔
役
丁
)
(
名
)

『
時
代
別
国
語
大
辞
典
上

色2・

(ヲ)
耳

/ヲヲ

ヤ
カ
タ
ヲ

ヒ
タ
ヲ

〔
諾
〕
(
感
)

ア
キ
ノ
タ
ヲ

タ
チ
バ
ナ
ヲ

〔
雄
・
男
・
夫
〕
(
名
)

r一一、

〕
(
名
)

ア
ア
シ
ヤ
ヲ

ヲ
〔
尾
〕
(
名
)

〔
矢
形
尾
〕
(
名
)

〔
頓
丘
〕
(
名
)

*
枕
詞

* *
は
や
し
詞

ア
ラ
ヲ
(
荒
雄
〕
(
名
)

サ
ク
ラ
ヲ
〔
桜
麻
〕
(
名
)

*
枕
調

ヲ
〔
緒
・
絃
〕
(
名
)

ヲ
〔
麻
・
苧
〕
(
名
)

ミ
テ
ク
ラ
ヲ

ヲヲ
ア
ヲ

カ
ア
ヲ
サ
ヲ

〔
小
〕
接
頭
語

マ
ス
ラ
ヲ

〔助〕

ツ
ラ
ヲ

〔
青
〕
(
名
)

ア
ワ
ヲ

r一、

〕
(
名
)

J
q
司
ノ

〔
竿
〕
(
名
)

ア
シ
ヲ

サ
ヲ
〔
青
〕
(
名
)

ミ
ハ
カ
シ
ヲ

サ
ヲ

ヒ
タ
サ
ヲ

イ
サ
ヲ

カ
ヂ
サ
ヲ

ミ
サ
ヲ

〔
麻
〕
(
名
)

ア
ラ
シ
ヲ

ヤ
キ
タ
チ
ア

r一一、

(
名
)

〔
傑
〕
(
名
)

〔
梶
樟
・
撒
樟
〕
(
名
)

流
・
雅
〕
形
状
言

ワ
ガ
イ
ノ
チ
ヲ
ヒ
ヲ

ハ
ル
ヒ
ヲ

ミ
ヤ
ビ
ヲ

r園田町、

カ
タ
ヲ
〔
片
緒
〕
(
名
)

十

〔
大
夫
・
武
士
〕
(
名
)

(
名
)
〔
沫
緒
〕
(
名
)

〔
魚
〕
(
名
)

f司・司、

(
名
)

*
枕
調

(
名
)
*
枕
詞

枕
調

〔
氷
魚
〕
(
名
)

*
枕
詞

rー町、

流
土
・
遊
士
〕
(
名
)

七
九



『
時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
』

ミ
ヲ
〔
水
脈
〕
(
名
)

ウ
ミ
ヲ
〔
続
麻
〕
(
名
)

ア
リ
ヲ

(
名
)

タ
リ
ヲ
〔
垂
尾
〕
(
名
)

シ
ダ
リ
ヲ

(
名
)

ウ
ヲ
〔
魚
〕
(
名
)

カ
ツ
ヲ
〔
堅
魚
〕
(
名
)

カ
ツ
ヲ

〔
堅
魚
〕
(
名
)

ム
カ
ツ
ヲ

〔
向
峯
・
向
岡
〕
(
名
)

(
名
)

ナ
ナ
ツ
ヲ
〔
七
条
〕
(
名
)

サ
ツ
ヲ

ハ
ツ
ヲ

(
名
)

ヤ
ツ
ヲ
〔
八
峯
〕
(
名
)

シ
ヅ
ヲ

(
名
)

シ
ブ
ヲ

オ
フ
ヲ
〔
大
魚
)
(
名
)

マ
ス
ラ
タ
ケ
ヲ

ス
ケ
ヲ

(
名
)
(
名
)

ウ
マ
サ
ケ
ヲ

*
枕
調

コ
ト
サ
ケ
ヲ

枕
調

(
名
)

ヤ
ソ
ト
モ
ノ
ヲ
〔
八
十
伴
男
〕
(
名
)

オ
ホ
ヲ

十

ア
セ
ヲ

は
や
し
調

コ
ラ
ガ
テ
ヲ

イ
モ
ガ
テ
ヲ

*
枕
詞

*
枕
詞

ヤ
ホ
タ
デ
ヲ

*
枕
詞

ヤ
モ
ヲ

コ
ロ
モ
一
ア
ヲ

イ
モ
ガ
メ
ヲ

ミ
ダ
レ
ヲ
〔
乱
麻
〕
(
名
)

ミ
ダ
レ
ヲ
〔
乱
尾
〕
(
名
)

ワ
ガ
セ
コ
ヲ

* 

ケ
コ
ロ
モ
ヲ

ミ
コ
コ
ロ
ヲ

モ
コ
ロ
ヲ

ヲ
ノ
司
ノ

*
枕
調

枕
調

サ
ヲ
ヲ

J¥ 
O 

(
名
)〕
(
名
)

枕
詞
*
枕
詞

〔
如
己
男
〕

〔
唯
唯
〕

(
名
)

(
感
)

(
名
)

ワ
ギ
モ
コ
ヲ

ウ
チ
ソ
ヲ

*
枕
詞

(
は
ち
ゃ

ま
さ
と
・
大
阪
大
学
教
授
)

*
枕
調

ト
ヲ

〔十〕

(
数
)

ヒ
ト
ヲ
〔
一
峯
〕
(
名
)

タ
マ
ノ
ヲ
〔
玉
緒
〕
(
名
)

イ
キ
ノ
ヲ
〔
息
緒
・
気
緒
〕
(
名
)

ト
シ
ノ
ヲ
〔
年
緒
〕
(
名
)

ホ
ソ
ノ
ヲ
〔
瞬
〕
(
名
)

モ
ノ
ヲ
(
助
)

ヒ
モ
ノ
ヲ
〔
紐
緒
〕
(
名
)

ト
モ
ノ
ヲ
〔
伴
緒
・
伴
男
・
伴
雄
〕



一
報
告
一

は
さ
ん
で
、
天

楽
演

を
い
た
だ
い
た
。
演
題
は
今
回

復
曲
さ
れ
た
と
い
う
採
桑
老
。
定
演
ま
じ
か
と
い
う
こ
と
で
、
完
成
さ
れ
た

五
一
回

葉
学
会
全

大
会

止包
Eヨ

も
の
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
。

二
百
五
十
名
。

本
年
度
の
寓
葉
学
会
全
国
大
会
は
、
奈
良
県
と
奈
良
女
子
大
学
と
の
共
催

O 
懇

会
(
午
後
五
時
三
十
分

1
、
於

奈
良
女
子
大
学
文
学
部
会

秋
の
大
和
路
を
舞
台
に

会
長
の
突
然
の
ご
逝
去
に
あ
い
、
悲
し
み
を
乗
り
越
え
て
新
た
な
出
発
を

之
懇
親
会
に
は
約
百
二
十
名
の
参
加
が
あ
り
、
こ
の
春
亡
く
な
っ
た
小

長
、
長
年
本
学
会
に
お
力
添
え
い
た
だ
い
た
土

に
よ
り
、
十
月
二
十
四
日
(
土
)
か
ら
十
月
二
十
七
日
(
火
)
ま
で
の
四
日
間
、

れ
た
。
こ
の
春
、
思
い
が
け
ず
小
島
憲
之
名

犬

両

誓
う
、

そ
ん
な
大
会
で
あ
っ
た
。

先
生
に
黙
祷
を
捧
げ
た
あ
と
、
代
表
、

(
仮
称
)
準
備
室
長
の
挨
拶
、
蜂
矢
宣
朗
氏
の
乾
杯
の
あ
と
、
に
ぎ
や
か
に
旧

交
を
あ
た
た
め
あ
っ
た
。
司
会
は
大
浜
氏
。
七
時
半
ご
ろ
閉
会
。
そ
れ
ぞ
れ

奈
良
万
葉
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム

一
日
、
十
月
二
十
四
日
(
土
)

O
公

(
午
後
二
時

1
五
時
、
於

奈
良
女
子
大
学
大
講
堂
)

二
次
会
へ
。

二
日
、
十
月
二
十
五
日
(
日
)
午
前
十
時

1
午
後
四
時
三
十
分

中
臣
宅
守
独
詠
歌

神
戸
松
蔭
女
子
学
院
大
学
教
授

浅
見

徹
氏

O
研
究
発

於

奈
良
女

) 

男
性
に
よ
る
女
歌

日
本
女
子
大
学
名
誉
教
授

子
氏

午
前
の
部
(
午
前
十
時
よ
り
)

山
部
宿
禰
赤
人
至
伊

坂
上
郎
女
と
巻
十
三

t昆

上
智
大
学
院
生

上
野
美
穂
子
氏

奏

天
理
大
学
雅
楽
部

(
司
会

井
村
哲
夫
氏
)

奈
良
女

井
ノ
口

史
氏

今
回
の
学
会
開
催
に
あ
た
り
な
に
か
と
ご
協
力
い
た
だ
い
た

か
ら

地
名
寸
春
日
L

の
語
性

筑
波
大
学

谷
口

孝
介
氏

重
ね
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

の
挨
拶
を
い
た
だ
い
て
、
第
五
一
回
全
国
大
会
は
は
じ
ま
っ
た
。
お
二
人
の

は
、
そ
れ
ぞ
れ
お
人
柄
の
よ
く
に
じ
み
で
た
も
の
で
、
長
年
の
積
み

は
御
自
身
の
著

(
司
会

村
田
正
博
氏
)

守
ヲ

'-

午
後
の
部
(
午
後
一
時
よ
り
)

ヲ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
考

弘
前
大
学

吉
田
比
目
子
氏

行
中
。
更
な
る
歩
み
を
続
け
て
お
ら
れ
る
と
お
聞
き
し
た
。
代
表
の
挨
拶
を

完
了
辞
タ
リ
の
成
立
に
つ
い
て

亨

氏

報

止と
仁3

八，



止ヒ
1=1 

J¥ 

(
司
会

蜂
矢
真
郷
氏
)

は
今
な
お

で、

当
の
泉
氏
よ
り
丁
寧
な
説
明
を
い
た
だ
く
。

大
伴
家
持
「
拙
懐
」
考

奥
羽
大
学

健
司
氏

昼
食
の
三
輪
そ
う
め
ん
山
本
は
、

の
す
ぐ
近
く
。
昼
食
後
、
箸
墓
に
赴

人
麻
呂
歌
集
の
吉
野
歌
に
つ
い
て

中
央
大
学

岩
下

武
彦
氏

く
。
箸

は
先
の
台
風
七
号
の
被
害
が
激
し
く
、
無
残
な
姿
で
あ
っ
た
。
し

(
司
会

芳
賀
紀
雄
氏
)

か
し
、

そ
の
後
、
奈
良
県
内
の
あ
ち
こ
ち
で
台
風
の
爪
あ
と
を
目
に
す
る
こ

台
加
者
に
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
が

あ
る
だ
ろ
う
。
今
後
の
進
展
が
期
待
さ
れ
る
。
最
後
に

個
々
の
発
表
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の

と
に
な
る
。
そ
う
い
え
ば
三

も
い
つ
も
見
慣
れ
た
美
し
い
姿
で
は
な
い
。

表
の

カま

あ
っ
た
。

生
の
あ
り
し
姿
が
偲
ば
れ
た
。
参
加
者
約
百
八
十
名
。

究
所
の

原
の
地
に
入
り
、
香
具
山
の

藤
原
宮
跡
発
掘
担
査
部
資
料
室
を
訪
ね
る
。
最
近
話
題
に
な
っ

た
飛
鳥
池
遺
跡
出
土
木
簡
を
、
寺
崎
・
宮
両
研
究
員
の
解
説
を
含
め
、
じ
っ

く
り
と
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
文
字
に
目
が
な
い
人
た
ち
の
異
様
な
ま
で

の
引
着
は
、
今
後
の
研
究
の
進
展
を
期
待
さ
せ
る
。
「
異
様
な
人
た
ち
」
と

は
、
全
国
の
祭
り
や
民
俗
を

一
行
は

通
っ
て
奈
良
国
立
文
化
財
研

第
三
・
四
日
、
十
月
二
十
六
日
(
月
)
・
二
十
七
日
(
火
)

参
加
者
八
十
六
名

旅
程
奈
良
女
子
大
学
前
(
集
合
)
国
立
博
物
館
・
正
倉
院
展
見
学

道
天
皇
陵
|
黒
塚
古
墳
i
大
神
神
社
!
明
日
香
村
〈
仮
称
〉
万
葉
ミ
ュ

l
ジ

予
定
地
l
吉
野
歴
史
資
料
館
・
宮
滝
|
奥
吉
野
川
上
村
・
湯
盛
温

研

行

山宗

査
し
ま
わ
っ
て
い
る
「

な
人
」

の
にコ。

ア
ム

そ
の
後
、
藤
原
か
ら
飛
鳥
へ
。

は
奈
良

が
企
画
し
て
い
る
寓

泉
(
泊
)
|
大
宇
陀
町
・

天
理
参
考
館
・
天
理
図

石
上
神
宮

ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
の
建
設
予
定
地
で
、
遺
跡
の
出
現
で
建
設
が

よ
う
だ
が
、
再
来
年
の
開
館
に
は
間
に
合
う
と
の
こ
と
。

れ
て
い
る

奈
良
公
園
・
正
倉
見
学
|
近
鉄
奈
良
駅
(
解
散
)

毎
年
秋
の
恒
例
、
正
倉
院
展
の
見
学
か
ら
研
修
旅
行
は
始
ま
っ
た
。
新
し

い
棟
、
第
二
新
館
が
で
き
て
の
展
観
で
あ
っ
た
が
、
第
五
十
回
の
記
念

一
時
間
半
ほ
ど
の

の
開
発
の
お
か

げ
で
、

わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て

な
資
料
が
発
見
さ
れ
た
わ
け
で
、
複
雑

な
心
境
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
テ
レ
ビ
局
の
取
材
が
あ
っ
て
、

そ
の
日
の

N

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
見
ご
た
え
の
あ
る
展
示
だ
っ
た
。

H
K
ニ
ュ
ー
ス
で
放
送
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
飛
鳥
か
ら
吉
野
へ
と
向
か
う
。

見
学
の
後
、

パ
ス
は
右
手
に
大
和
国
原
を
、
左
手
に
は
坂
本
邸
・
大
浜
邸
を

宮
滝
で
は
吉

見
学
。
閉
館
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
池
田
氏
に

見
な
が
ら
奈
良
盆
地
の
西
端
、
旧
の
上
つ
道
を
南
下
、
崇
道
天
皇
陵
を
経
て

黒
塚
古
墳
へ
。
先
頃
三
十
二
面
の

は
い
ろ
い
ろ
と
解
説
い
た
だ
い
た
。
深
謝
。
資
料
館
の
下
の
宮
滝
小
学
校
付

が
発
見
さ
れ
話
題
を
呼
ん
だ
前
期
古
墳

近
が
吉
野

に
比
定
さ
れ
て
い
た
が
、

の

査
の
結
果
、

そ
の



上
の
段
丘
上
に

A

り
1
ν
当
」

が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
吉
野
川
の
清
流
は

間
違
っ
て
い
た
の
か
ど
う
か
。
西
峠
で
昼
食
後
、
神
武
の
跡
を
た
ど
る
と
で

さ
ら
に
そ
の
下
に
な
る
が
、

一
行
は
そ
の
清
流
に
し
ば
し
見
と
れ
て
や
や
時

も
な
い
が
墨
坂
を
越
え
て
再
び
大
和
盆
地
へ
。
天
理
で
は
、
参
考
館
と
図

館
を
見
学
す
る
。
天
理
教
が
海
外
の
各
地
で
集
め
た
さ
ま
ざ
ま
な
民
俗
資
料

聞
を
ロ
ス
。
夕
闇
迫
る
中
、

眼
下
に
、
新
し
い
川
上
村
の
由

も
向
き
合
っ
た
非
常
に
重
い
一
日
の
荷
物
を
、
次
の
日
の
活
力
へ
と
す
る
か

パ
ス
は
も
う
す
ぐ
ダ
ム
の
下
に
沈
む
川
上
村
を

へ
。
生
の
古
代
資
料
に
何
度
も
何
度

盛
温

は
想
像
を
絶
す
る
も
の
で
、

ゆ
っ
く
り
見
て
い
る
と
と
て
も
時
間
が
足
り
な

い
。
ま
た
「
文
字
に
目
が
な
い
異
様
な
人
L

に
と
っ
て
は
、
次
の
図

館
の

の
よ
う
に
、
暖
か
い
温
泉
に
わ
が
身
と
と
も
に
あ
ず
け
る
。
懇
親
会
、

そ
の

展
示
が
気
に
か
か
る
。

で
は
「
集
い
来
た

た
ち
」
と
題
し
た
展

後
に
続
く
反
省
会
、
常
の
知
し
。

観
の
最
中
で
、

の
大
西
氏
に
解
説
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
も
時
間
が
あ
れ

第
二
日
、
昨
夜
か
ら
の
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
早
朝
に
ホ
テ
ル
近
く
の
丹
生

川
上
神
社
上
社
を
訪
ね
る
人
あ
り
。
パ
ス
は
一
度
吉
野
川
を
下
り
高
見
川
を

さ
か
の
ぼ
っ
て
丹
生
川
上
神
社
中
社
へ
。
清
流
に
気
分
爽
快
。
こ
の
地
が
吉

野
離
宮
だ
と
す
る
説
が
あ
っ
た
。
現
在
の
と
こ
ろ
、

ば
い
つ
ま
で
も
と
い
い
た
い
と
こ
ろ
。
し
か
し
な
が
ら
、
も
う
ひ
と
つ
の

大
な
約
束
が
あ
る
。
正

の
見
学
で
あ
る
。
正
倉
院
事
務
所
木
村
氏

の
案
内
で
正
倉
の
下
ま
で
行
っ
て
正
倉
の
説
明
を
受
け
る
。
正
倉
は
下
に
入

施
設
の
遺
構
の
発

っ
て
み
る
と
ず
い
ぶ
ん
高
い
と
改
め
て
実
感
さ
れ
る
。

見
も
あ
り
ほ
ぼ
宮
滝
説
に
落
ち
着
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
清
流
の

そ
う
い
え
ば
、
今
回
の
旅
は
寸
実
感
L

の
旅
で
あ
っ
た
。
最
初
の

神
々
し
き
は
捨
て
が
た
い
。
古
代
の
宮
滝
も
こ
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
道
路
工
事
の
た
め
に
予
定
の
ル

l
ト
を
変
更
し
な
が
ら
阿
騎
野
へ
と
向

展
か
ら
始
ま
っ
て
、

黒
塚
古
墳
の
発

飛

査
部

か
う
。
こ
こ
で
も
大
宇
陀
町
教
育
委
員
会
の
辻
本
氏
に
、

の
状
況

資
料
室
で
の

の
状
況
、
そ
し
て
天
理
参
考
館
と

飛
鳥
池

の
発
掘
現
場
、
宮
滝
遺
跡
、

す
べ
て
生
の
資
料
の
オ
ン
パ
レ

を
説
明
し
て
い
た
だ
く
。
真
淵
の
名
歌
「
ひ
む
が
し
の
の
に
か
ぎ
ろ
ひ
の
た

1
l
v
「
。
「

な
人
」

で
な
い
人
に
と
っ
て
は
、

ち
ょ
っ
と

か
っ
た
か
も

つ
み
え
て
」
と
歌
わ
れ
た
地
で
、
宮
滝
同
様
古
代
の
施
設
が
発
掘
さ
れ
て
い

し
れ
な
い
け
れ
ど
、
密
度
の
濃
い
体
験
で
あ
っ
た
と
思
う
。
今
学
会
の
す
べ

る
。
宮
滝
で
も
感
じ
た
が
、
立
派
な
施
設
の
前
で
歌
わ
れ
た
よ
う
す

す
る
と
、
万
葉
歌
に
対
し
て
、
な
ん
と
な
く
今
ま
で
感
じ
て
い
た
の
と
は
違

て
に
多
く
の
時
間
と
労
力
を
割
か
れ
た
、
奈
良
女
子
大
学
な
ら
び
に
関
係
各

位
に
あ
ら
た
め
て
お
礼
申
し
上
げ
る
。

っ
た
感
じ
が
し
て
。

に
な
ら
な
い
け
れ
ど
、

単
に
自
分
の
感
覚
だ
け
が

報

止と
o 

J¥ 
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な
お
、

を
お

原
稿
の
作
成
を
お

大
会

を
ご

第
五
二
回
全

平
成
十
一
年
度
の
全
国
大
会
を
中
央
大
学
と
の
共
催
に
よ
り
、
左
記
の
よ

〉
つ
に

す
る
予
定
で
す
。

寸巳==口
平
成
十
一
年
十
月
十
六
日
(
土
)
か
ら
十
九
日
(
火
)
ま
で

第
一
日
(
十
月
十
六
日
)
午
後

公
開
講
演
会
・
懇
親
会

第
二
日
(
十
月
十
七
日
)
全
日

研
究
発
表
会

第
三
・
四
日
(
十
月
十
八
・
十
九
日
)
研

(
房
総
方
面
予
定
)

O
研
究
発
表

内
Hap 

.u 

-
文
学
に
関
す
る
各
分
野
の
研
究

上
代
の

時
間

発
表
二
十
五
分

応
答
十
五
分

応

切

発
表
ご
希
望
の
方
は
、

題
名
・
氏
名
・

を
明
記
の
上
、
要
旨
(
八
百
字
以
内
)
を
添
え
て
、

学
会
本
部
(
大
阪
市
立
大
学
文

文
学
研
究
室
内
)
あ
て

に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

い
す
る
場
合
に
は
、

J¥ 
四

八
月
末
日
ま
で
に

の
版
下

い
し
ま
す
の
で
、
今
年
度
あ
る
い
は
昨
年
度
の

照
の
上
、
予
め
ご
用

，‘}
3
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コじ・・周

O
百
六
十
八
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
全
大
会
で
の

青
木
先
生
の
ご
講
演
を
、
さ
っ
そ
く
本
号
に
頂
戴

し
ま
し
た
。
折
し
も
、
大
岡
信
氏
も
人
麻
呂
歌
集

中
の
女
歌
に
触
れ
て
い
ま
し
た
。
今
後
の
議
論
が

楽
し
み
で
す
。
寺
川
氏
、
差
氏
の
論
文
は
、
そ
れ

ぞ
れ
古
事
記
の
解
釈
に
か
か
わ
る
も
の
。
北
井
氏

の
は
万
葉
集
の
目
録
を
対
象
に
し
た
、
着
実
な
本

文
研
究
で
す
。
蜂
矢
氏
の
語
末
索
引
は
、
本
号
を

も
っ
て
完
結
し
ま
し
た。

O
全
国
大
会
の
研
修
旅
行
は
、
報
告
に
も
書
き
ま
し

た
が
、
古
代
の
文
物
に
触
れ
る
中
身
の
濃
い
も
の

で
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
に
感
慨
が
お
あ
り
か
と
思
い

ま
す
。
特
に
、
飛
鳥
池
遺
跡
の
木
簡
は
、
編
輯
子

に
と
っ
て
は
圧
巻
で
し
た
。
近
年
、
注
目
す
べ
き

木
簡
が
多
数
出
土
し
て
、
新
聞
紙
上
を
に
ぎ
わ
せ

て
い
ま
す
。
以
前
、
某
氏
に
教
え
て
い
た
だ
い
た

こ
と
で
す
が
、
ど
ん
な
資
料
が
発
見
さ
れ
て
も
、

そ
れ
に
よ
っ
て
二
普
こ
そ
す
れ一

憂
し
な
い
よ
う

な
堅
実
な
学
問
を
心
が
け
た
い
も
の
で
す
。

O
次
年
度
の
全
国
大
会
は
、
中
央
大
学
駿
河
台
校
舎

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
本
年
に
ま
し
て
充
実
し
た

大
会
で
あ
り
た
い
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
皆

さ
ん
の
意
欲
的
な
研
究
発
表
を
お
願
い
し
ま
す
。

O
次
号
は
、
小
島
憲
之
先
生
の
追
悼
号
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
悲
し
み
を
乗
り
越
え
て
、
新
た
な
出
発

を
誓
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
(
乾
善
彦
)

。

お

願

い

O

葉

学

会

会

則

論
文
の
投
稿
、
書
籍

・
論
文
の
御
寄
贈
は
、
学

会
本
部
あ
て
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

年
会
費
の
納
入
お
よ
び
入
会
申
込
み
は
、
そ
の

む
ね
を
明
記
の
う
え
会
費
を
郵
便
振
替
で
寸

O
O

九
O
O
i
七
二
九
一

四

七

寓

葉

学
会
L

あ
て

に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

住
所
変
更

・
改
姓
等
の
脳
出
、
本
誌
既
刊
匂
の

購
入
等
は
、
清
文
堂
出
版
内
高
葉
学
会
事
務
室

あ
て
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
、
本
会
は
、

一
、
本
会
は
、

の
研
究
を
目
的
と
す
る
。

一
、
高
葉
研
究
者
・
愛
好
者
は
誰
で
も
申
込
み
に
よ

っ
て
会
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
学
会
と
称
す
る
。

集
と
そ
れ
に
関
連
す
る
各
分
野

2 

一
、
会
員
の
研
究
発
表
機
関
誌
と
し
て
季
刊

「
禽

葉
」
を
編
輯

・
発
行
す
る
。

一
、
本
会
は
、
年

一
回、

演
会

・
研
究
発
表

会

・
研
修
旅
行
を
中
心
と
す
る
全
国
大
会
を
行
い
、

随
時
、

目
的
に
沿
う
事
業
を
行
う
。

投

Fd『

疋ミ

一
、
会
員
は
、

年
額
四
千
円
の
会
費
(
誌
代
を
含
む
)

一
、
投
稿
資
格
は
会
員
に
限
る
。

一
、
内
容
は
禽
葉
集
と
そ
れ
に
関
連
す
る
各
分
野
の

と
す
る
。

を
年
度
初
め
(
四
月
)
に
納
入
す
る。

一
、
本
会
の
本
部
を

研
一
、
分
量
は
原
則
と
し
て
四
百
字
吐

紙
三
十

枚
程
度
(
た
だ
し
「
黄
葉
片
々
」
欄
は
十
枚
以
内
)

と
す
る
。

大
阪
市
住
吉
区
杉
本
三
丁
目
…二
番

二
ニ
八
号

大
阪
市
立
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
研
究

室
内
(
郵
便
番
号
五
五
八

lO
O二
二
)

本
誌
十
部
を

呈
す
る
。

一
、
本
会
に
代
表
を

一
、
本
会
は
名
誉
会
長
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

に
置
く
。

一
、
本
会
の
運
営
及
び
機
関
誌
の
編
輯
・
発
行
は
編

輯
委
員
会
に
お
い
て
行
う
。

ノに、。

一
、
原
稿
は
返
却
し
な
い
。

会
に
一
任
の
こ
と
。

一
、
論
文
掲
載
の
場
合
は
、
採
否
決
定
は

輯
委
員

た
だ
し
、
余
分
に
入
用
の
時
は
、

あ
ら
か
じ
め
申

し
出
が
あ
れ
ば
実
費
で
こ
れ
に
応
ず
る
。



葉

第

百

六

十

八

号

平
成
十
一
(
一
九
九
九
)
年
三
月
二
十
五
日
印
刷

平
成
十
二
一
九
九
九
)
年
三
月
三
十
日
発
行

頒
価
一
、

0
0
0円

送

料

六

O
円

問
仰
大
阪
市
住
吉
区
杉
本
三
丁
目
三
番
問
号

大
阪
市
立
大
学
文
学
部

国
語
国
文
学
研
究
室
内

電

話

完

(

六

否

五

)

ニ
四
一
回

編

輯

・

発

行

寓

葉

学

会

代

表

者

伊

藤

博

振
替

O
O九
O
O
l七
l二
九
一
四
七

四
鵬
大
阪
市
中
央
区
島
之
内
二
丁
目
八
番
五
号

清
文
堂
出
版
株
式
会
社
内

高
葉
学
会
事
務
室

。
六
(
六
二
一
一
)
六
二
六
五

発
売
所


